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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に 2009年第1半期のGDP成 （前年同期比、%）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復 候が鮮 な 金融 金準備率 き げ 2

0 

2 

4 

6 

8 
（前年同期比、%）

消費者物価上昇率（IPCA)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復の兆候が鮮明になる中で、金融当局は預金準備率引き上げ

など出口戦略の動きを見せている。

為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後、2008年終わりにかけて1
ﾄﾞﾙ=2.3～2.4ﾚｱﾙの水準まで下落したが、同国のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ

の改善を背景に、2009年を通じて上昇傾向で推移した。2009
年後半以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移して

いる。
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2008年後半まではｲﾝﾌﾚ圧力が強かったが、2009年に入っ

てからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の景気減速を背景に、ｲﾝﾌﾚ率は

低下してきた。2009年後半は、4%台の安定した水準で推移

していたが、本年に入ってからは、景気の本格的な持ち直

しを背景に、ｲﾝﾌﾚ圧力が強まりつつある。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復の兆候が鮮明になる中で、金融当局は預金準備率引き上げ

など出口戦略の動きを見せている。

為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後、2008年終わりにかけて1
ﾄﾞﾙ=2.3～2.4ﾚｱﾙの水準まで下落したが、同国のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ

の改善を背景に、2009年を通じて上昇傾向で推移した。2009
年後半以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移して

いる。
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2008年後半まではｲﾝﾌﾚ圧力が強かったが、2009年に入っ

てからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の景気減速を背景に、ｲﾝﾌﾚ率は

低下してきた。2009年後半は、4%台の安定した水準で推移

していたが、本年に入ってからは、景気の本格的な持ち直

しを背景に、ｲﾝﾌﾚ圧力が強まりつつある。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復の兆候が鮮明になる中で、金融当局は預金準備率引き上げ

など出口戦略の動きを見せている。

為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後、2008年終わりにかけて1
ﾄﾞﾙ=2.3～2.4ﾚｱﾙの水準まで下落したが、同国のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ

の改善を背景に、2009年を通じて上昇傾向で推移した。2009
年後半以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移して

いる。

2008年は内需の拡大・ﾚｱﾙ高を背景とした輸入の急激な増

加で経常収支は282億ﾄﾞﾙの赤字に転落した。2009年は、輸

出がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ危機の影響で2割減少する一方、輸入も国内景

気の減速で2割減少したために、経常収支の赤字は通年で
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金融情勢

為替相場
為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で大きく下落したが、

2009年に入ってからは概ね上昇基調で推移した 2009年後半

2008年後半まではｲﾝﾌﾚ圧力が強かったが、2009年に入っ

てからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の景気減速を背景に、ｲﾝﾌﾚ率は

低下してきた。2009年後半は、4%台の安定した水準で推移

していたが、本年に入ってからは、景気の本格的な持ち直

しを背景に、ｲﾝﾌﾚ圧力が強まりつつある。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復の兆候が鮮明になる中で、金融当局は預金準備率引き上げ

など出口戦略の動きを見せている。

為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後、2008年終わりにかけて1
ﾄﾞﾙ=2.3～2.4ﾚｱﾙの水準まで下落したが、同国のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ

の改善を背景に、2009年を通じて上昇傾向で推移した。2009
年後半以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移して

いる。

2008年は内需の拡大・ﾚｱﾙ高を背景とした輸入の急激な増

加で経常収支は282億ﾄﾞﾙの赤字に転落した。2009年は、輸

出がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ危機の影響で2割減少する一方、輸入も国内景

気の減速で2割減少したために、経常収支の赤字は通年で

243億ﾄﾞﾙと、赤字幅は若干減少した。本年に入ってからも

依然として赤字基調は変わらず、2010年は国内景気の本格

的な回復と輸入の増加で経常収支の赤字拡大が予想されて

いる。
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為替相場
為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で大きく下落したが、

2009年に入ってからは概ね上昇基調で推移した。2009年後半

以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移している。

政策金利は、2008年末時点では13.75%となっていたが、

2009年に入ってからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速

への対応のため、7月までに8.75%まで引き下げられた。政策

金利はその後据え置かれてきたが、景気の本格的な回復とｲﾝ

ﾌﾚ圧力の強まりの中で、中銀が近い内に利上げに動くという

観測が市場では強まっている。

2008年後半まではｲﾝﾌﾚ圧力が強かったが、2009年に入っ

てからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の景気減速を背景に、ｲﾝﾌﾚ率は

低下してきた。2009年後半は、4%台の安定した水準で推移

していたが、本年に入ってからは、景気の本格的な持ち直

しを背景に、ｲﾝﾌﾚ圧力が強まりつつある。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復の兆候が鮮明になる中で、金融当局は預金準備率引き上げ

など出口戦略の動きを見せている。

為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後、2008年終わりにかけて1
ﾄﾞﾙ=2.3～2.4ﾚｱﾙの水準まで下落したが、同国のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ

の改善を背景に、2009年を通じて上昇傾向で推移した。2009
年後半以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移して

いる。

2008年は内需の拡大・ﾚｱﾙ高を背景とした輸入の急激な増

加で経常収支は282億ﾄﾞﾙの赤字に転落した。2009年は、輸

出がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ危機の影響で2割減少する一方、輸入も国内景

気の減速で2割減少したために、経常収支の赤字は通年で

243億ﾄﾞﾙと、赤字幅は若干減少した。本年に入ってからも

依然として赤字基調は変わらず、2010年は国内景気の本格

的な回復と輸入の増加で経常収支の赤字拡大が予想されて

いる。
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為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響で大きく下落したが、

2009年に入ってからは概ね上昇基調で推移した。2009年後半

以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移している。

政策金利は、2008年末時点では13.75%となっていたが、

2009年に入ってからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速

への対応のため、7月までに8.75%まで引き下げられた。政策

金利はその後据え置かれてきたが、景気の本格的な回復とｲﾝ

ﾌﾚ圧力の強まりの中で、中銀が近い内に利上げに動くという

観測が市場では強まっている。

株価指数（BOVESPA）は2009年に入ってからは概ね上昇

基調にあったが、本年に入ってからは70,000の近辺で推移し

ている。

2008年後半まではｲﾝﾌﾚ圧力が強かったが、2009年に入っ

てからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の景気減速を背景に、ｲﾝﾌﾚ率は

低下してきた。2009年後半は、4%台の安定した水準で推移

していたが、本年に入ってからは、景気の本格的な持ち直

しを背景に、ｲﾝﾌﾚ圧力が強まりつつある。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影響を背景に、2009年第1半期のGDP成
長率(前年比)は2.1%のﾏｲﾅｽ成長に転じた。このため、中銀は

大幅な金融緩和政策に転じ、2009年7月までに政策金利は

2008年末から5%引き下げられた。これに加えて、財政出動

の効果もあり、2009年の第2四半期以降の成長率はﾏｲﾅｽ幅が

縮小し、第4半期は4.3%のﾌﾟﾗｽ成長にまで回復した。2009年
通年では0.2%のﾏｲﾅｽ成長となったが、政府は2010年の成長

率は5%台の水準に回復すると予想している。一方、景気回

復の兆候が鮮明になる中で、金融当局は預金準備率引き上げ

など出口戦略の動きを見せている。

為替相場は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後、2008年終わりにかけて1
ﾄﾞﾙ=2.3～2.4ﾚｱﾙの水準まで下落したが、同国のﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ

の改善を背景に、2009年を通じて上昇傾向で推移した。2009
年後半以降は、1ﾄﾞﾙ=1.7～1.9ﾚｱﾙの水準で安定して推移して

いる。

2008年は内需の拡大・ﾚｱﾙ高を背景とした輸入の急激な増

加で経常収支は282億ﾄﾞﾙの赤字に転落した。2009年は、輸

出がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ危機の影響で2割減少する一方、輸入も国内景

気の減速で2割減少したために、経常収支の赤字は通年で

243億ﾄﾞﾙと、赤字幅は若干減少した。本年に入ってからも

依然として赤字基調は変わらず、2010年は国内景気の本格

的な回復と輸入の増加で経常収支の赤字拡大が予想されて

いる。
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                               ブラジル経済・金融概況

１．年次
2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

実質GDP成長率(通年） 4.9% 2.3% 3.7% 5.4% 5.1% ▲0.2%
鉱工業生産指数(年末月・前年同月比） 5.6% 2.7% 2.8% 6.0% ▲15.5% 18.9%
設備稼動率(年末月） 83.3% 85.2% 83.8% 87.0% 85.2% 84.2%

- 2 -

設備稼動率(年末月）

自動車生産台数(千台)(通年） 2,210 2,528 2,611 2,971 3,220 3,185
自動車国内販売台数(千台)(通年） 1,259 1,369 1,556 1,977 2,196 2,479
失業率（年末月） 9.6% 8.3% 8.4% 7.4% 6.8% 6.8%
消費者物価指数(IPCA)(年平均上昇率) 7.2% 6.9% 4.2% 3.6% 5.7% 4.9%
(年末月・前年同月比） 7.6% 5.7% 3.1% 4.5% 5.9% 4.3%
ｻﾝﾊﾟｳﾛ消費者物価指数(IPC-FIPE)(年平均上昇率) 6.5% 5.8% 2.5% 4.1% 5.0% 4.8%
(年末月・前年同月比） 6.6% 4.5% 2.5% 4.4% 6.2% 3.7%(
卸売物価指数(年平均上昇率） 12.0% 8.2% 3.7% 5.6% 5.9% ▲0.0%
(年末月・前年同月比） 14.7% ▲1.0% 4.3% 9.4% 9.8% ▲4.1%
輸　出(FOB)(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 96,474 118,308 137,470 160,649 197,942 152,995
(前年比) 32.0% 22.6% 16.2% 16.9% 23.2% ▲22.7%
輸　入(FOB)(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 62,782 73,551 91,396 120,627 173,107 127,647
(前年比) 30.1% 17.1% 24.2% 32.0% 43.5% ▲26.3%
貿易収支(百万ﾄﾞﾙ)(通年） 33,737 44,757 46,074 40,022 24,958 25,347貿 ( )( , , , , , ,
経常収支(百万ﾄﾞﾙ)（通年） 11,669 14,199 13,276 1,461 ▲28,192 ▲24,334
直接投資ネット流入額（百万㌦）(通年） 18,169 15,193 18,782 34,585 45,058 25,949
外貨準備高(百万ﾄﾞﾙ)（年末値) 52,935 53,799 85,839 180,334 193,783 238,520
対外債務残高(億ﾄﾞﾙ)（年末値) 2,194 1,874 1,935 2,374 n.a. n.a.
DEBT SERVICE RATIO(通年） 47% 45% 37% 28% n.a. n.a.
財政収支(ﾉﾐﾅﾙ、対GDP比)(通年） ▲2.5% ▲3.3% ▲3.4% ▲2.3% ▲1.9% ▲3.3%
財政収支(ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ、対GDP比)(通年） 4.7% 4.8% 4.3% 4.2% 3.5% 2.1%財政収支( ﾗｲ ﾘ 、対 比)(通年）

通貨供給量(ﾍﾞｰｽﾏﾈｰ)(億ﾚｱﾙ）（年末月) 887 1,013 1,211 1,466 1,476 1,661
通貨供給量(M4)(億ﾚｱﾙ)（年末月) 11,112 13,080 15,612 18,861 21,785 25,783
(前年比) 15.8% 17.7% 19.4% 20.8% 15.5% 18.4%
Selic（債券ﾚﾎﾟ金利）（年末月平均） 16.2% 18.2% 13.2% 11.2% 13.7% 8.7%
株価指数(BOVESPA)（年末値） 26,196 33,455 44,474 63,886 37,550 68,588
REAL/US$　為替相場（年末値） 2.65 2.34 2.14 1.77 2.39 1.74

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

(資料)ﾌﾞﾗｼﾞﾙ中銀、IBGE、IMF、世銀等(資料)ﾌﾞﾗｼﾞﾙ中銀、IBGE、IMF、世銀等
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                        ブラジル経済・金融概況 

２．月次

09年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 10年1月
実質GDP成長率 (前年同期比) └── ▲1.6% ───┘ └── ▲1.2% ───┘ └── 4.3% ───┘
鉱工業生産指数(前年同月比) ▲12.3% ▲12.2% ▲9.9% ▲10.3% ▲7.9% ▲7.7% ▲3.0% 5.2% 18.9% 16.0%
(前月比) 2.0% 0.9% 1.2% 2.4% 1.3% 1.8% 2.2% ▲4.1% ▲8.0% ▲3.8%
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(前月比) 2.0% 0.9% 1.2% 2.4% 1.3% 1.8% 2.2% ▲4.1% ▲8.0% ▲3.8%
設備稼動率 77.6% 78.7% 79.0% 79.8% 81.6% 82.8% 83.7% 84.5% 84.2% 82.1%
自動車生産台数(千台) 254 269 284 282 295 273 317 291 253 243
自動車国内販売台数(千台) 184 196 243 227 205 250 231 193 223 160
失業率 8.9% 8.8% 8.1% 8.0% 8.1% 7.7% 7.5% 7.4% 6.8% n.a.
消費者物価上昇率(IPCA,前月比) 0.5% 0.5% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3% 0.4% 0.4% 0.8%
(前年同月比) 5.5% 5.2% 4.8% 4.5% 4.4% 4.3% 4.2% 4.2% 4.3% 4.6%
ｻﾝﾊﾟｳﾛ消費者物価率(前月比) 0.3% 0.3% 0.1% 0.3% 0.5% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 1.3%ｻﾝﾊ ｳ 消費者物価率(前月比) 0.3% 0.3% 0.1% 0.3% 0.5% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 1.3%
(前年同月比） 6.1% 5.1% 4.2% 4.1% 4.2% 4.0% 3.7% 3.6% 3.7% 4.6%
卸売物価上昇率(前月比) 0.0% ▲0.1% ▲0.6% ▲1.2% 0.1% 0.3% ▲0.1% 0.0% ▲0.3% 1.0%
(前年同月比) 3.5% 1.2% ▲1.7% ▲4.1% ▲3.3% ▲3.4% ▲4.8% ▲4.6% ▲4.1% ▲2.8%
輸　出(FOB)(百万ﾄﾞﾙ) 12,322 11,985 14,468 14,142 13,841 13,863 14,082 12,653 14,463 11,305
(前年同月比) ▲12.4% ▲37.9% ▲22.2% ▲30.9% ▲29.9% ▲30.7% ▲23.9% ▲14.2% 4.7% 15.6%
輸　入(FOB)(百万ﾄﾞﾙ) 8,610 9,335 9,843 11,218 10,767 12,534 12,754 12,039 12,285 11,471
(前年同月比) ▲30.0% ▲38.6% ▲37.9% ▲34.5% ▲38.3% ▲27.4% ▲25.8% ▲8.2% 6.8% 11.2%(前年同月比)
貿易収支(百万ﾄﾞﾙ) 3,712 2,640 4,618 2,924 3,074 1,329 1,328 614 2,178 ▲ 166
経常収支(百万ﾄﾞﾙ) 146 ▲ 1738 ▲ 535 ▲ 1665 ▲ 822 ▲ 2,311 ▲ 2,911 ▲ 3,217 ▲ 5,947 ▲ 3,841
直接投資ﾈｯﾄ流入(百万ﾄﾞﾙ) 3,409 2,483 1,450 1,287 1,903 1,816 1,563 1,604 5,109 789
外貨準備高(百万ﾄﾞﾙ)（月末） 190,546 195,264 201,467 207,363 215,744 221,629 231,123 236,660 238,520 240,484
財政収支(ﾉﾐﾅﾙ)(対GDP比) ▲3.0% ▲3.1% ▲3.2% ▲3.3% ▲3.5% ▲4.3% ▲4.5% ▲4.1% ▲3.3% ▲3.0%
財政収支(ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ)(対GDP比) 2.6% 2.3% 2.0% 1.8% 1.6% 1.2% 1.0% 1.4% 2.1% 2.3%
ﾍﾞｰｽﾏﾈｰ(百万ﾚｱﾙ)(月末） 144,763 133,323 139,186 135,546 137,019 145,698 147,454 158,868 166,073 155,650ﾍ ｽﾏﾈ (百万ﾚｱﾙ)(月末） 144,763 133,323 139,186 135,546 137,019 145,698 147,454 158,868 166,073 155,650
M2(百万ﾚｱﾙ)(月末） 1,062,113 1,074,877 1,095,141 1,099,019 1,098,612 1,104,713 1,116,968 1,130,633 1,140,035 1,118,125
(前年同月比) 31.0% 27.9% 26.7% 21.3% 16.3% 13.3% 10.1% 9.3% 9.0% 6.1%
M4(百万ﾚｱﾙ)(月末） 2,291,876 2,314,724 2,339,473 2,386,752 2,425,287 2,469,955 2,497,828 2,550,069 2,578,287 2,589,691
(前年同月比) 15.2% 14.4% 14.5% 14.4% 14.1% 14.9% 16.6% 16.9% 18.4% 15.9%
Selic（債券ﾚﾎﾟ金利）（月平均） 11.1% 10.2% 9.5% 9.0% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7%
株価指数(BOVESPA)（月末） 47,289 53,197 51,466 54,766 56,489 61,518 61,546 67,044 68,588 65,402
US$/REAL為替相場（月末） 2.19 1.97 1.95 1.87 1.89 1.78 1.74 1.75 1.74 1.87US$/ 為替相場（月末）

09年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 10年1月
(資料)ﾌﾞﾗｼﾞﾙ中銀、IBGE、IMF、世銀等

当資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではありません。ご
利用に関しては、すべてお客様御自身でご判断下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。当資料は信頼できると思われる情報に基づ
いて作成されていますが、当室はその正確性を保証するものではありません。内容は予告なしに変更することがありますので、予めご了
承下さい。また、当資料は著作物であり、著作権法により保護されております。全文または一部を転載する場合は出所を明記してくださ
い。
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